
「さわんど温泉つなぐプロジェクト」は、さわんど温泉の魅力を再確認し、現在おきている課題を認識・共有し、魅力
的なまちづくり、継続できる観光地づくりを目指していきます。さわんど温泉にご縁のある皆様で協力し知恵を出し合
い、これからの未来を創り上げていく活動です。

第1回 開催報告 2019年5月29日17:30~20:30

開催風景

第1回目は、「さわんど温泉地域の現状の確認と共有」ということで、地域住民・地元事業者の方々12名ほどが
集まり、1人1人が感じている、さわんど温泉の魅力良いところ、また現在感じている地域の課題等をお互いの
思いを発表し合い、共有する場となりました。“観光地”目線・“生活”目線でのそれぞれにどんな課題があるかの
方向性を見出していく会となりました。
同時に将来イメージを共有し、これからさわんど温泉をどんなまち・観光地にしていきたいか、ということを
一人一人が考えていくきっかけの場となったのではないかなと思います。

将来像の実現へ向けて、第一歩を踏み出しました

まとめ(抜粋)
さわんど温泉の良さや強み、自慢できる魅力

・“自然”や”景観“などの環境の良さを強みだと感
じている。川は一つのキースポット。
・”上高地の玄関口”であるということをベースに、
観光や交流の拠点となりうる可能性を感じている。
・さわんど温泉自体の歴史は浅いが、交通の拠点
であるということと、今後は中部縦貫道沢渡ICは
必ずできることもあり、古道の歴史はつなげて考
えていくことができそう。
・温泉に関しては、”足湯”・”熱い”・”湯量”がポ
イントである。現状ではない活用の仕方を見出せ
そう。

さわんど温泉の弱みや改善すべきところ

・お店がない、ということに対しての課題意識が強
い。特に、「夜」の憩いの場であったり、「冬」の
通年営業という部分。
・さわんど温泉の景観・環境に関しては、「川」
「歩道」「空き家」に対する意識が高い。
・生活目線での課題が多い。生活する場所として充
実していくことが、まち・観光地としても発展につ
ながると考えている。
特に「若い人が少ない」という課題に対して、「仕
事」「住むところ」が問題点として挙げられている。


